
Em'~~1 
、 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

M・1111] No.32: 
、九、丸

7月実

西谷に能舞台完成 5/28 



7

月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

ど
も
を
非
行
か
ら

守
る
た
め
に

何の問題もなかったように見えた子どもが突然、

凶悪・粗暴な非行に走る-そんな事件が急増してい

ます。 「子どもたちの心が分かうない」という、とま

どいの声も聞かれますが、 子どもの問題かう逃げな

いで、 もっと子どもを見つめてください。 子どもを

ちゃんと育てることは、 大人の責任、 社会全体の役

目です。 親として、また、子どもを育てる社会の一

員として、子どものために何ができるかをもう一度

考えてみましょう 。

全
国
的
に
は
、
刑
法
犯
少
年
の

検
挙
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
が
、

一
方
、
凶
悪
犯
の
検
挙

数
は
前
年
に
比
ベ
四
十
人
増
加
(
平

成
十

一
年
)
、
さ
ら
に
刑
法
犯
少
年

に
占
め
る
凶
悪
犯
少
年
の
割
合
は
、

昭
和
五
十
二
年
以
降
の
最
高
を
記

録
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
少
年
非
行
の
状
況
も
、

数
の
上
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
恐

喝
・

暴
力
行
為
等
、
低
年
齢
化

・

組
暴
化
傾
向
が
強
ま
り
憂
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
山
南
響
察
署
管
内
で

は
、
全
刑
法
犯
に
占
め
る
少
年
の

割
合
は
六
一
・

六
%
と
高
い
比
率

に
な

っ
て
い
ま
す
。

-
川
内
町
青
少
年

非
行
の
状
況

昨
年
の
松
山
南
警
察
署
に
よ
る

補
導
少
年
(

川
内
町
分
)
は
、

刑

法
犯

一
人
(
万
引
き
)
、
不
良
行
為

二
十
四
人
(
喫
煙

一
八
人
、
深
夜

俳
佃
三
人
、
暴
走
二
人
、
怠

学
一

人
)
で
す
。

川
内
町
補
導
セ
ン
タ
ー

が
実
施

し
た
街
頭
補
導
(
二
十
五
回
実
施
)

で
は
、
四
十
五
人
に
声
を
か
け
、

う
ち
十
四
人
を
補
導
。
補
導
少
年

の
内
訳
は
、
バ
イ
ク
三
人
乗
り
(
六

人
)
、
喫
煙
(
五
人
)
、
自
転
車
無

灯
火
二
人
乗
り
(
二
人
)
、
車
解
体

(
一
人
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
非
行

事
例
が
昨
年

は
発
生
し
ま
し
た
が
、
反
対
に
少

年
が
不
審
者
の
暴
力
に
遭
う
ケ

ー

ス
も
あ
り
ま

し
た
。

思
J
大
一然
H

の
よ
う
に
見
え
る
少

年
の
非
行
も
、
非
行
に
走
る
前
に

は
表
情
や
態
度
に
変
化
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
が
抱

え
る
問
題
を
早
く
取
り
除
き
、
非

行
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。

子
ど
も
の
微
妙
な
変
化

h

に
気
づ
い
て
あ
げ
る
た
め
に

圃

は
、
大
人
が
も
っ
と

子
ど
も
に

d

近
づ
い
て
い

っ

て
、
子
ど
も
を

見
つ
め
る
。
そ
ん
な
努
力
が
必
要

で
す
。

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を

図
る
た
め
、
関
係
機
関
お
よ

び
団
体
等
と
の
連
絡
調
整
や

非
行
防
止
活
動
を
総
合
的
に

推
進
す
る
拠
点
と

し

て
、
川

内
町
補
導
セ
ン
タ
ー

が
川
内

町
教
育
委
員
会
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す

。

補
導
セ
ン
タ
ー

で
は
、
街

頭
補
導
の
ほ
か
、
青
少
年
相

談
、
関
係
機
関

・

団
体
等
と

の
連
絡
調
整

、

青
少
年
問
題

の
調
査
研
究
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

。

-
川
内
町
補
導
セ

ン
タ
ー
(
宮
9
6

6

・

4
7
2
1
)
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心
素
直
で
従
順
、
創
造
性
に

富

む
幼
児
期
か
ら
小
学
生
の
時
期
こ

そ
、
最
も
効
果
的
で
導
き
易
い
し

つ
け
時
で
す
。

こ
の
時
期
に
、
親
は
子
供
に
向

い
合
い
、
美
し
い
感
性
、
心
や
さ

し
い
思
い
や
り
を
身
に
付
け
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。
こ
の
時
期
に
溺

愛
や
放
任
を
し
て
、
し
つ
け
が
で

き
な
け
れ
ば
体
力
や
知
識
の
み
が

膨
れ
、
独

善
的
な
文
句
の
多
い
子

と
な
り
扱
い
づ
ら
く
な
り
ま
す

。

-

朝
の
登
校
時
に
体

の
不
調
を
訴
え
る
。靴
間
禦
札
レ
比
一

・

衣
服
が
汚
れ
た

町y
h引
ι勺
司
酔
臥
帆
掛

り
、
破
れ
た
り
し

g
w
b
地
岨

ベ

て
い
る

。

-

所
持
品
の
紛
失
や
破
損
が
頻
繁
に
あ
る

0

・

口
数
が
減
り
、

学
校
や
友
人
の
こ
と
を

話
さ
な
く
な
る
。

-

ナ
イ
フ
を

集
め
た
り
、
タ
バ
コ
を
隠
し

持
ち
歩
く
。-

隠
れ
て
コ
ソ
コ
ソ

電
話
を
か

け
る

。

・

成
績
が
急
に
落
ち
る

0

・

異
装

・

異
髪
を
す
る

0

・

自
室
に
と
じ
こ
も
る
。

師事属軍部Eは
き
ち
ん
と

親
が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で

も
、
子
供
に
は
言
葉
に
出
し
て
き
ち
ん
と
教
え
な
け

れ
ば
、
気
付
か
な
い

0

・

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
社
会
規
範
を
守
り
、

公
衆
道
徳
を

実
践
さ
せ
る
こ
と

。

-

お
互
い
気
持
ち
ょ
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

、
挨

拶
や
礼
儀
作
法
を
教
え

実
践
さ
せ
る

。

-

ゴ
ミ
の
分
別
も
、
ご
ま
か
さ
ず
き
ち
ん
と

実
践
し

て
い
る
親
の
姿
を
見
せ
、

学
ば
せ
る
こ
と

0

・

老
人
や
病
人
を
い
た
わ
り
、
病
院
へ
の
見
舛
い
は

親
だ
け
で
な
く
子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
。

-

整
理
整
頓
に
努
め
、

美
し
い
生
活
を

習
慣
づ
け
る

こ
と
。
で
き
な
け
れ
ば
注

意
す
る
こ
と
。

O 

~0 rm 
g z: じ団
つめ 団I9 民 喧t

6 館コァ l ;ç
6 2 ノ 、|豆

11比 登 体自
j 附校選

2 悩

652 

o 
川 (仁ζ
内 学 に訳、

宮 中校 1
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6 信活 漏
6 凶の日Z
書 悩 峨

5 館み
1 3 ...__ 
8 11皆
。

o 
中(巨

宮 古主 惨
9 童け|在
2 相 -ばj
3 談育 で‘
所児|も
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1 健トイ
5 康 川7
2 ...__ ゆ

)
一教
育
セ
ン
タ
ー
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

(
い
じ
め
・

不
登
校
)

愛
媛
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

宮
9
6

3

・

3
9
8
6

o 
松r---~
山 青 μ;

倉 教少 l孟
9 育年 にL
4 lJ. の よ:
5 務悩 に
所み 出
4 ...__ トラ

|イ
1 に a
l 口ノ

5 

o 
松( 戸
山 青 山

宮 南少 国
9 警年 l三
5 察の げ-
7 署明 |示
4 0~ 
9 
7 
6 

栃
木
の
女
教
師
刺
殺

事
件
・
京
都

の
小
二
児
童
刺
殺
事
件
等
、
次
々

と
残
虐
で
狂
気
に
満
ち
た
非
行
が

「
人
を
殺
す
体
験
が
し
て
み
た

急
増
し
て
い
る
。

か
っ

た
」
と
老
夫
婦
を
刺
殺
し
た
こ
れ
ら
の
狂

気
は
、
甘
く
弱
い

温

愛
知
の
十
七
歳
少
年
。
「
親
と
社
会
親
の
も

と
で
、
心

の
指
針
が
与
え

ヨ
良

を
ア
ッ

と

言
わ
せ
た
か
っ
た
」
と
ら
れ
ず
、
我
が
ま
ま
に

育
て
ら
れ
、

談
E

パ
ス
ジ
ヤ
ツ
ク

し
て
三
人
を
殺
傷

自
己

中
心
的
な
発
想
が
定

着
し
た

湘
音
し

た
佐
賀
の
十
七
歳
少
年
。
三
年
も
の
で
、

表
現
の
差
は
あ
る
が
、

新
渡

前
の
神
戸
児
童
殺
害
事
件
以
来
、

川
内
の
子
に
も
当
て
は
ま
る

。

…
『
十
と
醸
』
は
『
三
つ
子』教
育
の
事
ぬ
ガ
り

…

…

E
置
か
ら
白
老
告
ラ
観
m妙
子
育
て
が
/

J

切
y

…

;
:
川
河
?
:
汁
;

:
ー
汁
三:
ー:
ぺ
川
ぱし

の
親
の
i
l
J以

が
一
生
還
彊
酒
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の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画

的
か
つ
円
滑
な
生
産
調
整
を
推
進

し
ま
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

l なお、確認票の設置等について、 1 

1 お分かりにくい点がありましたら、 1 

1 役場産業課 1 

1 2966-2227(直通) 1 

1 までお問い合わせください。 I

平
成
十
二
年
度
水
田
農
業
経
嘗
確
立
対
策
生
産
調
整
実
施
水
田
の
現
地
確
認
を
次
の
日
程
表
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

。
農

事
組
合
長
(
区
長
)
よ
り
配

布
さ
れ
た
確
認
票
(
カl
ド
)
に
、

地
番

・

面
積

・

転
作
作
物
名
等

を
鉛
筆
文
は
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
記

入
し

、

現
地
確
認
固
ま
で
に
一

筆
ご
と
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い

。

ま
た

、

確
認
票
は
雨
に
ぬ
れ

て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、
ビ
ニ

ー

ル
袋
等
に
入
れ
な
い
で
く
だ

大
」
い
。

。
生
産
調
整

実
施
水
田
の
計
画

変
更
や
、
追
加
が
あ
る
場
合
は
、

農
事
組
合
長
(
区
長
)
へ
お
申

し
出
の
う
え
、
も
れ
の
な
い
よ

う
に
確
認
票
を
設
置
し
て
く
だ

大
」
い
。

。
永
年
性
作
物

等
で
植
栽
年
数

が
経
過
し
た
(
果
樹
四
年
、
し

き
み
三
年
、
林
地
一
年
、
施
設

一
年
等
)
転
作
田
で
、
農
事
組

合
長
(
区
長
)
に
配
布
し
て
い

る
現
地
政
認
野
帳
に
、

定
着
と

記
載
さ
れ
て
い
る
水
田
に
つ
き

ま
し
て
は
、

現
地
へ
確
認
票
を

設
置
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
変
更
が
あ
れ
ば
農
事

組
合
長
(
区
長
)
に
報

告
を
お

願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
か
ら

「
水
田
を
中

心
と
し
た
土
地
利
用
型
農

業
活
性

化
対
策
大
綱
」
の
下
、
需
要
に
見

合
っ
た
米
の
計
画
的
生
産
及
び
麦

.

大
豆

・

飼
料
作
物
等
の
生
産
の

定
着

・

拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、

行
政

・

農
業
者
団
体
が

一
体
と
な

っ
て
実
効
性
の
確
保
、
生

産
者

・

地
域
の
自
主
性
の
尊
重
、
米

・

麦

・

大
豆

・

飼
料
作
物
等
を
適
切
に

組
み
合
わ
せ
た
高
度
な
水
田
営
農

現地確認地区名

[ニ内地区]
7 狩場・日浦 ・徳吉・員IJ之内・ ー ヶ谷 ・保免・和田丸

月 惣田谷下・ 惣田谷上・井内西・ 滑川上・相之谷

17 [川上地区]

日 二軒屋・ 鳥の子・原・西組・原沖・ 東中村・下之町

(月) 上砂 ・高木 ・竹之鼻・道向・吉久

[一内地区]
7 問屋・音田・井内下 ・ 井内中・井内上・ 滑川中

月 滑川下 ・ 土谷

18 [) 11よ地区]

日 川筋 ・ 添谷 ・ 松瀬川音田・ 横灘・ 西之側・宝泉

(火) 上海上 ・ 下海上・上古市・下古市 ・ 上之町 ・ 宮東

天神・板戸 ・ 八幡

[一内地区]
7 永野
月

19 [川上地区]

日 檎皮 ・旦之上・猪之窪・西古市 ・ 西中村 ・ 宮西

(水) 市場 ・中之町・小坂・下沖

斉院之木 ・森 ・ 茶堂・北八幡 ・由里
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JIt重子当が義lJ111l就学lJíiiで支持tð~包￡ず

児童手当制鹿が
改正されました

こ
れ
ま
で
、

三
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給

さ
れ
て
い
た
児
童
手
当
は
、
制
度

が
改
正
さ
れ
、
本
年
六

月
一
日

か

ら
次
の
よ
う

に
な
り
ま

し
た

。

改正前 改 正 後

義務教育就学前
(6歳到達後最初の年度末)

対象年齢 3 歳未満
※平成 6 年4 月 2 日 以
後に生まれた児童

手当月額
第 1 子 . 2 子 5 ， 000円 第 1 子・ 2 子 5 ， 000円
第 3 子以降 1 0 ， 000円 第 3 子以降 10 ， 000円

支払時期 2 月. 6 月 ・ 10月 2 月 . 6 月. 10月

児
童
手
当
の
麦
給
を

受
け
る
に
は
?

※
児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の

申
請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
役
場
福
祉
課
(
公
務

員
の

方
は
勤
務
先
)

へ
'申
請
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
也
、
す
。

※
申
請
書
の
他
に

「
年
金
加
入
証

明
書
」
「
所
得
証
明
書
」
な
ど
、

必
要
に
応
じ
て
添
付

書
類
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す

。

※
所
得
が

ニ
疋
額
以
上
の
方
に
は
、

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
つ
ご
ろ
手
続
き

す
れ
ば
い
い
の
?

円新
規
に
請
求
す
る
方

】

三
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
い
る
方
は
、
七
月
十
日
聞

か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

。
平

成
十
二
年
九
月
二
十
九
日
ま
で
に

申

請
さ
れ
た
場
合
、
平
成
十

二
年

六
月
分
ま
で
を
上
限
と

し
て
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す

。

(
九月

以
前
に
支
給
要
件
に
あ
て
は
ま

っ

て
い
た
月
分
に
限
り
ま
す

。

)

閑
閑
闘
・た
だ
し
、
九
月
に
申

請

し
た
場
合
、
事
務
処
理
上
十
月
の

支
払
い
日
に
間
に
合
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

。

園
児
童
手
当
を

圃

圃
現
在
受
け
て
い
る
方

圃

「

現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い

。

こ
の
現
況
届
に
よ
り
、
受

給
者
の
所
得
状
況
と
六
月

一
日
現

在
の
状
況
な

ど
を
確
認
し
ま
す

。

こ

の
届
の
提
出
が
な

い
と
、
六

月
分
以
降
の
手

当

が
受
け
ら
れ
な

-奥富号笛岡庭認彊億停雪辱飼g・

(新規〉
3歳から義務教育
就学前の児童がい
ます。

いいえ

(1首額)
義務叙育就学前の
児童もいます。

はい

く
な
り

ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ

さ
い
。

義
務
教
育

就
学
前
の
お
子
さ
ん

も
い
る
場
合
は
、
「
額
改
定請
求
書
」

も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

悶
闘
闘
帽平
成
十
二
年
十
月

一
日

以
降
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
申
請

月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す

。

「認定請求書」

を提出してください

※7月 10日伺)から 9月29
日(鉛までに提出しまし
ょっ。

(注意)9月30日は土曜日
のため窓口はお休
みです。

.箇阻話語姐亘.

役場福祉課(8966-2223)

況

+ 
「額改定請求書」

を提出してください

「現況届」

を提出してください

※現況届は期限までに提
出しましょう。

a・・児童手当は、前年の所得が一定額未満のI男合
昨司 に限って支給されます。
・・・出生や転入により新規に請求をする揚合は、
tヨ 15日以内に 「認定請求書J を提出してくださ
- い。 この揚合、請求の翌月から支給されます。

平成12年7月号

a 
広報かわうち



お知5せ

口
問
い
合
わ
せ
先

役
揚
税
務
課

宮
9
6
6

・

2
2
2
4

町
税
等
の

納
付
方
法
は
?

町
税
(
料
)
を
町
に
納
付
す
る

方
法
は
、
次
の

三
方
式
が
あ
り
ま

す
。

-

口
座
振
替
に
よ
る

E

納
付
方
法

納
税
義
務
者
が
指
定

し

た
口
座

か
ら
、
毎
月
末
日
に
引
き
落

と
し

納
付
し
ま
す

。

司
2
納
税
義
務
者
が
取
扱
金
融

F
E
機
関
等
へ
直
接
納
付
す
る
方
法

町
か
ら
納
税
組
合
を
通
じ
て
、

文
は
、
直
接
納
税
義
務
者
に
納
付

書
を
お
送
り
し
ま
す

。

司
a
事
業
所
で
特
別
徴
収
じ
、

E
晶
納
付
す
る
方
法

給
与
所
得
者
の
町
県
民
税
を
事

業
所
が
給
与
か
ら
天
引
き

し
、

納

税
し

ま
す

。

⑧
新
規
転
入
さ
れ
た
時
は

、

納

税
組
合
へ
の
加
入
手
続
き
は
と

り
ま
せ
ん

。

組
合

へ
の
加
入
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
役
場
税
務

課
と

納
税
組
合
長
さ
ん
ま
で
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
が

便
利
で
す

各
納
税
義
務
者
が
銀
行
印
を
持

参
の
う
え
、
次
の
希

望
す
る
金
融

機
関
窓
口
へ
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し

ま
す
と

、

提
出
月
の
翌

月
分
か
ら
振
替
で
き
ま
す

。

納
付
の
手
聞
を
軽
減
で
き
ま
す

し

、
現
金
の
取
り
扱
い
を

し
な
く

て
よ

く
な
り
ま
す

。

大
変
便
利
で

す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

町
税
等
の
取
扱

金
融
機
関
と
は
っ
・

次
の
指
定
金
融
機
関
及
び
指
定

代
理
金
融
機
関
と
、
こ
れ
ら
の
本

店
、
支
店
で

町
税
等
の
納
付
が
で

き
ま
す
。

口
指
定
金
融
機
関

伊
予
銀
行

川
内

支

店

口
指
定
代
理
金
融
機
関

愛
媛
銀
行

川

内
支
店

愛
媛
信
用

金
庫

川
内
支
店

松
山

市
農
協

川
上
支
所

え
ひ
め
中
央

農
協
三
内
支
所

E屯温組昌組組Z幽幽瞳困層
且日 | 5 月 I 6 月 I 7 回 8 月 1 9 月 1 10月 1 11 月 1 12月 1 1 月 1 2 月 1 3 月

( 1 期) I ( 2 期) I ( 3 期) 1 ( 4 期) 1 ( 5 期) 1 ( 6 期) 1 (7期) 1 ( 8 期) 1 ( 9 期) 1 (10期)
glJ 期

Ll / ~日E目

4/2 3/5 2/5 1/5 12/5 11/6 10/5 9/5 817 7/5 5/31 5/1 H畏期納

。税車動自軽

。。。。。。。。。。税民住

。。。。。。。。。。固定資産税集

。。。。。。。。。。国民健康保険税
.A  
cl 

。。。。。。。。。。。。国民年金料

。。。。。。介護保険料税

。

ぬ

。

広報かわうち

。

平成1 2年7月号

。。。給水使用料



5 月 14 日 川内町商工会通常総代会

北方東部敬老会

15 日 林材業振興会議通常総会

今治松山流域森林林業

活性化セ ンタ ー総会

17 日 全国治水砂防協会通常
.一一 ----1 • 。t~川、、 Zノ3\C 

-新刊紹介・ 全国水防管理団体連合会
-, 通常総会

愛子

媛あども
19 日 道後平野土地改良区関係

市町長会

そと 松山南地区防犯協会理事会

びで 21日還暦式

場ガかけ 南方東部敬老会

22 日 愛媛県土木協会通常総会
イる

23 日 松山農業共済組合通常総代会
ド

ローズソーホワット著 L 26 日 同和教育研究会川内支部総会

県内の動物園 ・ 博物館から自然のあそび
県防犯協会総会

湯まで、お母さん達が実際に行って確かめ
松山流域森林組合通常総代会

だ、子どもを安心1して遊ばせることができ 27 日 同和対策協議会総会
るスポットを紹介。 28 日 IIIT西部敬老会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

29 日 四国直轄砂防事業連絡調整会議
一寸

30 日 川内 IIIT福祉館運営審議会調J、 総
よ 合 31 日 松山南交通安全協会定期総会

つー 的 6 月 2 日 愛媛県四国縦貫自動車道建設促進協議会理事会総会

身 学 4 日 川内 Illl さ っき展

近 習 5 日 温泉運営整備特別委員会

な 7 日 防災パ トロール

白 9 日 議会運営委員会

然
十品ム.. 研 」ー

「なぜ」「どうしてJ という疑問から始ま

る総合的な学習へのヒン トを提供するシリ
ーズ。 水、空気、光、 土など 1 ~6巻。. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

一寸 5 月 14 日 川内町商工会通常総代会 f義 長

葵 17 日 中島町町村合併40周年記念式典 Z義 長

21 日 川内町還暦式 正副議長

徳 総務文教委員長

JrJ 26 日 松山流域森林組合通常総代会 3義 長

!4t; 31 日 社会福祉協議会理事会 百義 長

代 /1 社会福祉協議会評議員会 保健福~i1委員長
〆F、、 6 月 1 日 温泉郡議長会 議 長
中 2 日 愛媛県四国縦貫 ・ 横断自動車道建設 議 長
\、J

ジェームス=木著 L 促進協議会総会

関ヶ原の合戦に勝利をおさめ、征夷大将
4 日 J 11 内町さっき展表彰式 言義 長

軍となった家康は、怠願の江戸幕府を聞く 5 日 温泉施設運営 ・ 整備等特別委員会 百義 長

と、厳しい政策と大名支配により盤石の体 特別委 員

制を築き上げる。 偉大なる父の背中に息子 6 日 給食センタ一運営委員会 総務文教委員長
秀忠は伺を男たのか。 9 日 議会運営委員会 議 長
2000年N H K大沼ドラマ。 運営委員

平成12年7月号広報かわうち
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平
成
問
年

。戸師国

近
年
、
標
識
(
ナ
ン
バ
ー

)
を
取

り
外
し
た
り
隠
ぺ
い
す
る
な
ど
し
た

二
輪
車
が
、
共
同
危
険
行
為
な
ど
悪

質
危
険
な
交
通
違
反
を
繰
り
返
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
の
安
全
と
危

険
な
運
転
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、

一
二
五
∞
以
下
の

二
輪
車

・

原
付
の

ナ
ン
バ
ー
隠
ぺ
い
な
ど
が
処
罰
で
き

る
よ
う
に
愛
媛
県
道
路
交
通
規
則
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

• • • • • • • • • • • • • • • 

つ
い
て
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お

u
• 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

“
• • • • 

・
問
い
合
わ
せ
先

日

川
内
町
役
場
総
務
課

…

宮
9
6
6

・
2
2
2
2

“
• 

内
線
1
2
3

近
藤
ま
で

“
• ・

・
・

.
 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

の総
務
庁
で
は
、
今
年
十
月

一
日

現
在
で
、
平
成
十
二
年
国
勢
調
査

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

そ
こ
で
、

川
内
町
内
で
の
調
査

を
担
当
す
る
統
計
調
査
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す

。

調
査
事
務
の
内
容
等
、
詳
細
に

r-"Trl~~在日這'ー寸
|1 ナンバーの取り外し 1 

12 折曲げ、跳ね上げ 1 
I 3 テープ等貼付による隠ぺい 1
I 4 ナンバーの致損(きそん) I 
15 不正ナンバー取り付け I 
L__一一ーーーー一一一ーーーーーー」

" 

※
反
則
金

・

二
輪
車

・

原
付

六
、
0
0
0
円

玉
、0
0
0
円

/7;/Y ノ

ぬ
広報かわうち平成12年7月号

松山広域都市計画市街化区域及び市街化

調整区域並びに松山広域都市計画用途地域

(川内町)が、平成12年 3 月 21 日付けで変

更されま した。

なお、変更に係る都市計画の図書は、 川

内町役場において、縦覧することができま

す。

・都市計画を定める土地の区域

次の区域内に存する市街化調整区域を

市街化区域に変更する。

・川内町大字北方の一部

・問い合わせ先

役場企画調整課

(宮966-2222) 内線129まで



ρ
(ド
グ

ゅー⑧
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、

短

期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
、

そ
れ
で
も
滞
納
を
続
け
た

場
合

に
は
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ

る
。

⑬
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る

。

日
• 

女
こ
の
ほ
か

、

介
護
サ
ー

ビ
ス
を

“
• 

利
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
き

“
• 

の
給
付
の
割
合
が
引
き
下
げ
ら

日
• 

れ
る
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
の

“

滞
納
措
置
も
と
ら
れ
ま
す

。

…

女
災
害
な
ど
に
よ
り
保
険
税
の
納

“
• 

付
が
困
難
に
な

っ
た
と
き
は
、

日
• 

は
や
め
に
役
場
福
祉
課
に
相

談

“
• 

し
て
く
だ
さ
い

。

申

請
に
よ
り
、

日
• 

減
額
や
免
除
な
ど
が
で
き
る
こ

“
• 

と
が
あ
り
ま
す
。

"
• 

滞

の

を

次
税隙
は
す

保
て
ま

く

い
れ

な
つ
ら

ち
に
と

白

人

が

⑮
A
の
場
合

、

医
療
費
は
全
額
白

理
る
置

な
い
措

己
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

。

別
て

な

⑥
保
険
給
付
の
全
部
ま
た
は

一
部

川

特
し
う納

よ

が
差
し
止
め
ら
れ
る

。

.

ふ
る
さ
と

U
N
E
t
h
-
-
3
3重
晴
戸

…

交
流
館

J
G
〈

2
b
z
u

匂
u
m
H
J
A
…

h
F
農
水
こ
'
'

…

F
L
F
a富
山
引
晶
個
副

r
'
島
・

4

・

“

ふ
る
さ
と
交
流
館
ρ

さ
く
ら
の

“

湯
μ
は
、

六
月

一
日

か
ら
営
業
時

日

間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
七
月

…

か
ら
は

年
中
無
休
で
営
業
い
た
し

“

ま
す
。

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

“

お
り
ま
す

。

日

圃
ふ
る
さ
と
受
流
館

"

宮
9
6
0

・

6
5
1
1

“

“赤十害募金"ご協力
ありがとうございました。
皆様からご協力いただいておりました赤

十字募金は、 1 ， 483 ， 650円の募金が集まりま

した。 また 、 ご多忙のところ格別の ご尽力

を賜 りました区長、 婦人会本部役員、班長

の皆様に感謝を申し上げます。

企

第 1 回目の子育て広場の

様子です。 みんなで歌を

うたったり、手遊びを し

たり、小麦粉粘土をした

り して、和やかな雰囲気

の中で楽しく遊びま した。

第 3回目の子育て広場は、しゃぼん

玉遊びゃブール遊びなどの水遊びを計

画しています。

お子さんと一緒に楽しく遊んだり、

お母さん同土の交流ちできればと思い

ます。

みなさん、お気軽にご参加ください。

日
本
赤
十
字
社
川
内
分
区

社
資
募
金
報
告

一
、
四
八
三
、
六
五O
円

京信

額(
内
訳
)

一
般
社
資

一 、

二
四
九
、
六
五
O
円

法
人
社
資

二
三
四
、
0
0
0
円

集
ま

っ
た
募
金
は
、
日

本
赤
十

字
社
愛
媛
県
支
部
へ
送
金
い
た
し

ま
し
た

。土
寸

7

月
幻
日
出

午
前
9

時
却
分
1
1
時

(
受
付9
時
1
9

時
却
分
)

・
場
所

川
内
保
育
園

・
内
容

・

し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び

・

砂
遊
び

-

プ
ー

ル
遊
び

・
持
っ
て
く
る
も
の

タ
オ
ル
、
着
替
え
、
水

着
、
ゴ

ム
ぞ
う
り
、
水

筒

• 日※
お
母
さ
ん
方
も
、
水
遊
び
の
で

き
る
服
装
で
お
願
い
し
ま
す

。

ぬ
広報かわうち平成12年7月号



1ftーさ1由知~tt

企井内善城寺「須弥壇J

全体の装飾は簡素であるが、均

整のとれたもので、 真言密教の儀

礼が守られている。類似した物と

して、県文化財に指定されている

砥部町岩谷寺薬師堂須弥壇がある。

作成時期は不明。保存状態は極
めて良好。

「須弥檀Jとは?

仏像や厨子を lや心に仏具などを安置する
高台の壇で、内陣にある。
もとは須弥山をかたどったもので、四角 ・

八角 ・ 円形などを呈 しており、和様と唐様
がある 。

川
内
町
文
化
財
に
指
定

や|須h

号|弥み
し、|壇Z

井

内

城

寺

企土谷三島神社「やなぐいJ

「松山領*[11社帳抄本」に 「明和五

年 (1768) 松山藩神殿ヲ改築シ 松平

家 ヨ リ胡銭奉納アリ 」 との記録があ
る 。 ゃな ぐいの内部には製作者「御

革屋 川瀬四郎衛」の記名があり 、
2 本の矢が納められている。

奉納者、奉納時期、作成者が判明
しているため、史料的価値は高い。

保存状態は極めて良好。

(土
谷
三
島
神
社
)

「ゃなぐししとは?

矢を入れて携帯するための弓具。

「ゃなぐい」の名称は、矢をくいのよう

にさし込む意から出たといわれている。

一第 5 田川内町レクリエーションスポーツ大会ー

スマイル・ボーリング大会
ロ日時
7 月 2 日(日)午前 911寺 ""'-'12時

(受付 8 時30分 ""'-')
口場所

川上小学校体育館
口 問い合わせ先
川内町教育委員会 (宮966-4721)

愛
媛
夏
季
大
学 公民館交流

バレーボール大会
ロ日時

7 月 16 日(日)午前 811寺

口場所

- 勤労者体育センタ ー ( 1 部)

・川上小学校体育館 (2 部)
※閉会式は、 全チーム勤労者体育センタ ー

へ集合。 できるだけ乗 り合わせで。

•••••• 

7 月 22 日(土)

ロ場 所
中央公民館大ホール

口受講料
400円 (教育委員会、婦人会、文化協会で取 り 扱 っています。 )

{下川辰平プロフィール]
昭和 3 年福岡県生まれ。 RKB毎日専属劇団、文学座の

俳優として活躍。 文学座退団後は、 テレビドラマに数多
く 出演。「太陽にほえろ」 の野崎刑事役で知 られる。

-
講
師

・
演
題

下
川

辰
平

(し
も

か
わ
た

っ
ぺ
い

「私
の
歩
ん
で
き
た

道
」

午後 7 時20分開場
午後 8 時00分開演

時ロ 日

広報かわうち平成1 2年7月号
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交
通
安
全総

点
検

川上スポーツ少年団

バレーボーy雌カ漉勝 5 月 11 日、西谷地区で交通安全総

点検が行われました。

道路管理者、警察、学校、地域の関係者17人が参

加し、子どもや高齢者等の交通弱者の視点に立って、

交通安全施設等を見てまわりま した。

今回の現地点検により、カーブミラー、ガー ドレ

ールなどの交通安全施設の設置や改善が進められま

す。

第1 5回県ノミレーボール協会長杯

小学生大会が 5 月 7 日 . 14日の 2

日間行われ、女子の部で川上スポ

ーツ少年団ノfレーボーノレ部が優勝­

しました。

決勝 トーナメン ト では、 丹原、和気とも 2 - 0

で破り、準決勝で小野を 2 -1 、決勝で潮見を

2 - 0 で破って優勝の栄に輝きました。 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

還
暦
式

バドミントン大会 還暦式が 5 月 21 日、中央公民館

で行われ、満60歳の方45人が参加

しました。

記念式典の後、「還暦を迎えて」と題 した県生涯

学習推進講師の勝田利雄先生の記念講演が行われ

ました。

記念講演では、 60歳からの生き方をユーモラス

に話され、熱心にメ モをとる聴講者もいました。

この後、記念撮影、会食を し、人生の節目を祝

いました。

3 イ立

岩川 孝之

松本 徹

イ'1:，-:EEI 民イ乍

岡田 f政 I!FJ

大 1 1崎充 |尊

河野孝志

大原由美子

近藤千枝美

準 優 勝

日野健太郎

戸井大ilifl\

村上大mflï

!llf 日3 ~1H:1f~ 

中塚手1:1孝

I:Jl;Î 訂若 干 1] ，，1;;

石川 円美

近藤克美

〈大会結果〉

優 勝

木村 隆

大西満里子

池内良二

寺田多三夫

村上哲一

笹本知亨

東岡里美

石村まゆみ

-
部

一円
/
-
部一3
部

一4
部

ツスボ

ぬ
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平
成
ロ
年
度

温
泉
・
北
条
中
学
校

5/29--6/12 
軽スポーツで健康づくり、仲間づくりを

しようと巡回軽スポーツが公民館単位で行

われ、参加者は、 jl産スポーツで交流を深めま

した。

. ....... ..，・・・ 県指定文化財

祉
が

Y

神
像
引

島
身
醐

三
随
唱

京都にある美術院国

宝修理所で修理を終え

た県指定文化財「三島

神社随身像」が、この

ほど三島村1社に里帰り

しました。

細部にまで、丁寧な修理が施された随身像は、元の随身門に

おさめられました。

西谷小学校上の

民家の庭に、この

ほど能舞台が完成

し、 5 月 28 日に舞台聞きが

行われました。

能舞台は、松山市東野の

清家満夫さんと妻で能愛好

家の笠子さん夫婦が能のけ

いこ場として建築したもの

で、 当 日は、関係者約50人

が完成を祝いました。

清家さんは、「ぜひ、地元

の方にもいろんなこ と に、

この舞台を利用してほしい」

と、活用を呼びかけていま

した。

〈
大
会
結
果
(県
大
会
出
場
の
み
掲
載)
〉

種 目 成 績

(団体)俊 m時

(個人) 55kg級 1 位 菅 智博

柔 道(男子) 55kg級 2位篠森佑二

60kg級 2位小倉 大出.[1

66kg級 2 位高須賀俊信

剣道(男子) (イ匝|ノ\.) 2 位 高須賀 寛

ハ ドミントン 男子 ・女子、個人とも推薦

広報かわうち平成1 2年7月号
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災防
栴雨や台風など大雨による災害が起きやすい季節を

迎え、 5 月 30 日には、 建設省、工事関係者、消防団員

ら 40名余りが参加して水防訓練が、また、 6 月 7 日に

は、県・町職員、 警察、消防団の水防関係者が町ー内の

災害危険箇所を巡回、点検しました。

水
防
訓
練

・
・

さっき展
政
男
見
子
郎
毅
昭
正
男
衛
輝

一
紀
俊

箱
恵

育

呆

言

-f

4
1

{

イ

盛
一
文
元
定
房
富
忠

島
石
木

[競技苗(葵の光)入賞者]

・町長 賞中
・文 化 協会長 賞 白
・議長賞八
・教育長賞森
・商 工会長賞 近
・会長賞戒
・金 賞黒
・銀 賞菅
・銅 賞 小 倉
・ 努 力 賞 渡部
・管 理 賞高須賀
・アイデア賞 満田
・苦労 したで 賞 武智
・来年も頑張りま賞 菅 野

←
位
択
じ
じ
川
川

高
官

)

吋 パ l宿

主災

pレ

種 目 成 績

- 女子400m I~I 由形渡部紗香

- 女子800m 自由形渡部紗香

水 百}に - 女子200m背泳ぎ竹本俗末
(第I1立か際準記録突破) - 男子100m背泳ぎ竹内 慎一

- 男子400m リレー 福縦 ・ 児島

加IJI~ .瑚5田

- 三種競技 l 位 寺阪早代

陸 上 競技 - 走高跳び 2 位 今井佳奈

- 走幅跳び 3 位 岡田勢一

中
学
総
体
の
結
果
は
、
次
の
ホ
l

ム

ベ
l

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

芝
日
明
、
\
戸
〈

J
4
t〈h
一
-
吉
田

[
=
2・
口
市
山
一}
\
S一
円
白
4諸
国
守口N
\

JII 
四国大会出場

3月の少年軟式野球県大会で準優勝した川

内中学校野球部が、 6 月 10 日、徳島市蔵本公

園野球場で開催された四国大会に出場。

徳島県代表(第 1 位校)の坂野中学校と対

戦し、 2 対 1 で惜しくも敗れま した。

ぬ
広報かわうち平成1 2年7月号



「みんなのひろば」に耳寄りな情報をお寄せく

f さい。

(役場総務課広報係官966-2222まで)

囲
碁
く
ら
い
面
白
く
て
奥
の
深

い
競
技
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

作
家
で
経
済
企
画
庁

長
官

の
堺

屋
太

一
氏
が
、
何
年
か
前
の
文

芸

春
秋
に
「
碁
の
ル
ー

ル
が
簡
明
で

あ
り
な
が
ら

、

そ
の
打
ち
方
は
無

限
で
あ
り
、

全
宇
宙
空
間
を
原
子

は
星
に
例
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
に
壮
大
で
ロ
マ
ン
の

あ
る

碁
を
し
ま
せ
ん
か
。
特
に
子

ど
も
さ
ん
に
碁
を
覚
え
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
に
囲
碁

や
将
棋
の
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
「
い

0

・
囲
碁
で
老
化
防
止
・
。

の
体
積
で
割
っ
た
数
よ
り
多
い
。

こ
ん
な
単
純
明
快
な
ル
l

ル
だ

け
で
、
変
幻
万

化
す
る
状
況
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
発
見
し
た
者
こ
そ
、

人
類
史
上
最
大
の
天
才
だ
と
思
う
」

一五
々
。

碁
は
中
国
か
ら
日
本
へ

伝
来
し

た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
中
国
で
は
碁
盤
は
宇
宙
、
碁
石

三
恵
ホ
ー
ム
合
同
句
集

「
め
ぐ
み
」

4
0
h
時
匂
省

め
り
。

&

じ
め
」
も
な
く
な
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か

そ
し
て
、

碁
を
す
る
こ
と
に
よ

る
何
よ
り
の
恩
恵
は
、
指
と
頭
を

使
う
こ
と
に
よ
る
老
化
防
止
で
す
。

川
内
町
囲
碁
愛
好
会
は

、
下
記

の
と
お
り
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

囲
碁
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ

る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
八
集
発
刊

婦人会より

三
恵
ホ
l

ム
合
同
句
集

「
め
ぐ
み
」
の
第
八
集
が
こ

の
ほ
ど
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

三
恵
ホ
ー

ム
利
用
者
、

地
域
、
職員

、

三
十
二
名
の

句
が
掲
撃
c
れ
て
い
ま
す
。

埋設、
-川内町囲碁愛好会
0 囲碁教室ー 毎月 第 1 ・ 3 土曜日 (午後)
0 囲碁大会・・ I年 4 回

いずれも 中央公民館で開催

先月の花いっぱいフォーラムでは、

大勢の方のご協力ありがとうござい

ました。おかげで今年も花の多く見

られる川内町になりましょう。花の

ある ・ あいさつのよい・ゴミ減量に

楽しく取り組める川内町にいたしま
しょう。

F、

月
例
hor 
Z三

池 報

グ
リ
ム

童
話
愛
で
し
頃
あ
っ
さ
く
ら
ん
ぼ

緑
陰
で
薬
草
講
義

ふ
半
時

門
川

の
蛍
飛
が
え
ふ
窓
辺
か
な

好
き
な
唄
ロ
ず
き
み
を
つ
菩
菰
タ
ヘ

郊
外
の
玖
令

古
り
け
っ
蒸
の

子

青
旬
風
入
れ
て
新
聞
読
む
時
間

早
暁
の
料
の
祈
り
や
水
芭
在
一

夕
暮
れ
の
ふ
ら
こ
こ
今

句

も
風
に
揺
れ

真
向
へ
る
棚

句
の
奥
の
若
葉
か
な

地
に
伏
し
て
み
る
カ
メ
ラ
マ
ン
春
、
竜
胆

新
緑
や
札
所
巡
り
の
阿
波
の
旅

新
緑
や
ダ
ン
プ
ゆ
る
り
と

S

字
道

夫
折
の
姉
の
忌
済
み
て
夏
に
入
る

0第 1 回桜学級

日時 7 月 1 日(土)午後 1 時30分~
場所 中央公民館
海外視察者 3 名に報告を してもら

い、みんなで環境問題、福祉問題、

女性問題について考えたいと思いま
す。男性の方も、どなたでもご参加
ください。

蜘
谷

渡
部
て
る
み

渡
部
栄
樹

菅
野

美
岬

田
中
笹
子

樋
口
史
子

大
下
典
子

戒
能
多

喜

宇
和
川
悠
起

菅
野
美
代

宮
崎
越
路

和
田
準

渡
部
五
月

池
川

蜘
谷

0 7 月ポ力シづくり

日時7 月 30 日(日)午後 7 時30分~
場所中央公民館大ホール
夕涼みがてら、出かけてみません

か。皆さんとの交流もできます。ゴ
ミ減量にご参加ください。

広報かわうち
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動
湖
、
，
m
ι
の

ぺえめでとよミ
vr〆ノ)_ミ-，

Z.て必

川
上
村
の
行
政
・
教
育

関
係
者
の
記
念
写
真

写
真
に
写
っ
て
い
る
人
か
ら
推
測
し
て
、
昭
和

十
六
年
の
記
念
写
真
と
思
わ
れ
ま
す

。

当
時
の
仙
波
秀

一
村
長
を
は
じ
め
、
村
の
理
事

者
・

職
員
、
村
会
議
員

、

学
校
長
等
が
そ
れ
ぞ
れ

羽
織

・

袴
、
背
広
、
国
民
服
で

写
真
に
収
ま
っ
て

い
ま
す
。

写
真
の
下
に
は
、
当
時
の
写
真
館
で
あ
ろ
う
か
、

ρ

ニ
ユ
ウ
ノ
ヤ
カ
ワ
カ
と

F

の
刻
印
が
あ
り
ま
す

。

写
真
提
供
渡
部

家
寄
贈
民
俗
資
料
よ
り
)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報
を
/

ζ亙三つ あみり

愛美里ちゃん
(7月 20日生)

おてんばな あみちゃん。
元気ですくすく育ってください。

(父 ・ 母より〉

来月号は8月主まれの満 1 歳兜を募集

します。 7月 5 日までに役場総務課広

報係ヘ、写真とコメン 卜をお寄せくだ

さい。

八木

川
柳
も
づ
く
吟
社

六
月
例
会
報

貌
に
似
ず
器

用

青
春
し
て
い
る
子

ダ
ン
デ
ィ
は
オ

ー

ル
バ
ッ
ク
の
白

い
髪

餅
拾
い
激
し
く
奪
う
赤
い

A

青
汁
を
他
人
に
見
せ
な
い
・
顔
で
欽
み

白

髪
を
ほ
め
て
羨
む
薄
い
髪

青
大
将
そ
ろ
そ
ろ
点
そ
う

え
凋
ゐ
る

白

髪
染
め
ま
だ
現
役
を

主
張
す
る

ラ

イ
バ
ル
ヘ
激
し

く
ゆ
れ
る
嫉
拓
心

白

髪
で
永
だ

主
婦
で
い
る
台
所

合
札
り
の
激
し
い

人
と
泊
り
合
う

宿場日 「ム空
題所時 いJ ケ
1)¥ I ム
月|Z
i~ij I 'i 
去| 見
{卸 せ
室| る

耐 2

八
月
五
日
凶

喜
撰
亭

山
本
紫
芳

渡
部
佐
久
良

野
中
友
親

山
本
ひ
ろ
志

都
築
登
貴
子

篠
森
美
登
里

岡
本
武
士

高
岡
紫
温

松
岡
義
国

平
岡
深
舟

高
瀬
喜
撰
亭

中
央
公
民
館

黄
昏
(
た
そ
が
れ
)
流
れ
る

・

袖

,) 11 内町福祉事業のために役立てて

ください」とご厚志が川内町に寄せ

られました。

ご寄付いただいた方のお名前を掲

載させていただき、 厚くお礼申し上

げます。

(保免)

渡部 長継様

(故渡部イシ様忌明け)

選

ぬ
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一県
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
を

め
ざ
し
て
推
進
週
間
を
制
定
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
期
日
と
愛
称
を

広
く
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

口
募
集
期
間

8

月
白
日
附
ま
で

口
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業

(
文
は
学
校
名

・

学
年
)
を
記

入
の
う
え
、
は
が
き

1

枚
に
つ

き
推
進
週
間
の
期
日
と
そ
の
理

由
、
愛
称
を
l

題
書
い
て
次
の

と
こ
ろ
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
表
彰
は
最
優
秀
賞
1

点
(
賞

状
及
び
賞
金
5

万
円
)
、
優
秀賞

3

点
(賞
状
及
び
賞
金
2

万
円
)。

た
だ
し
、
高
校
生
以
下
の
場
合
は

賞
金
相
当
額
の
図
書
券
。

「
男
女
共
同
参
画
推
進
週

目
の
期
日
と
愛
護
集

口
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

干
7

9
0

・

8
5
7

0

愛
媛

県
県
民
環
境
部
男
女
共
同
参
画

局
参
画
推
進
課
事
業
係
(

宮
9

内
線
2
5

4
1

・

2

1
1
1

7
1
)
ま
で

園
え
ひ
め
の
女
性
海
外
派

園
遣
参
加
者
募
集

口
期
間

叩
月

μ
白
川W
1
1
月
2

日
附
の

刊
日
間

口
訪
問
国

ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
デ

ン
マ
l

ク

口
視
察
テ
l

マ

訪
問
国
女
性
団
体
と
の
交
流
、

男
女
共
同
参
画
関
連
施
設

・

介

護
保
険
関
連
施
設

・

子
育
て
支

援
施
設
な
ど
の
訪
問
、
環
境
問

題
へ
の
取
り
組
み
、
在
宅
介
護

な
ど

口
助
成
金

お
お
む
ね
お
万
円
(
研
修
に
要

す
る
費
用
の
2

分
の

l
)

こ〉
て穴シj

口
対
象

県
内
在
住
の
満
初
歳
以
上

ω
歳

未
満
の
女
性
(
平
成
ロ
年
4

月

1

日
現
在
)

口
募
集
期
限

7

月
四
日
例
ま
で

口
募
集
方
法

応
募
の
動
機
等

(
8
0
0
字
程

度
)
を
記
入
し
た
所
定
の
申
込

書
等
を
川
内
町
役
場
福
祉
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
県

庁
参
画
推
進
課
ま
で
。

一え
ひ
め
女
性
財
団
で
は
、
各
種

団
体
、
企
業
等
が
地
域
で
実
施
す

る
会
議
、
集
会
等
に
、
男
女
共
同

参
画
に
造
詣
の
深
い
講
師
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

各
種
大
会
、
会
議
、
職
場
研
修

等
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
募
集
数

日
団
体
(
応
募
多
数
の
場
合
は
受

付
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

)

口
経
費
負
担

派
遣
講
師
の
謝
金
及
び
旅

費
に

つ
い
て
は
財
団
が
負
担

口
募
集
期
限

平
成
日
年
2

月
お
日
附
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

干
7
9

1

・

8
0
1
4

松
山

市
山
越
町
4
5
0

番
地

側
え

ひ
め
女
性
財
団
(
宮
9
2
7

・

5

1
1
1

)
ま
で

一パ
ソ
コ
ン
受
講
生
募
集

口
対
象

母
子
家
庭
の
母
若
し

く
は
そ
の

子
女
で
、
年
令
が
お
お
む
ね
初

歳
ま
で
の
ワ
ー

プ
ロ

経
験
者

「
男
女
共
同
参
画
地
域
学

習
会
」
講
師
派
遣
事
業 口

募
集
人
員

n
u
一
コ

1

ム
」
イ

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
自
己
負
担
)

口
実
施
場
所

松
山
市
中

一
万
町
7

の
3

愛

媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

口
募
集
期
限

6

月
初
日
開
午
前
9

時
か
ら

7

月
刊
日
開
正
午
ま
で

口
申
込
方
法

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ

ー

の

所
定
の
用
紙
に
よ
り
申
し
込
む

こ
と

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
母
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

(宮
9

3

1

・

1
0

2
2
)

一放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

・

ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の

通
信
制
4

年
制
大
学
で
す
。

4

年

以
上
在
学
し
所
定
の
単
位
を
修
得

す
れ
ば
、
「
学
士

(
教
養
)
」
の学

位
が
取
得
で
き
ま
す

。

幅
広
い
分
野
の
約
3
2
0

科
目

を
そ
ろ
え

、

-
科
目
か
ら
で
も

学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
学
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん

。

放
送
大
学
学
生
募
集

広報かわうち平成12年7月号
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口
募
集
学
生

全
科
履
修
生
(
卒
業
を
目
指
す

学
生
)
、選
科
履
修
生

(1
年
間

在
学
す
る
学
生
)
、
科
目
履
修
生

(
6
カ
月
間
在
学
す
る
学
生
)

口
出
願
受
付

6

月
日
日
同
1
8

月
日
日
同

口
問
い
合
わ
せ
先

資
料
は
無
料
で
送
付

し
ま
す

。

干
7
9
0

・

0
8
2
6

松
山

市
文
京
町
3

番
(
愛
媛
大
学
内
)

放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー

宮
9
2
3

・

8
5
4
4

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0

・

8
6
4

・

6
0
0

口 圃圃圃圃・

日
父
子
家
庭
地
区
別
相
談

主
守

7

月
お
日
間

口
場
所

H
川

h
1
げ
』
百
回
J
r
L古
口

1
j

n
r

川
川刊
宇
和
み
t
h
E

口
相
談
内
容

児
童
の
養
育
、
教
育
、
家
事
、

家
族
関
係
、
そ
の
他
金
銭
問
題
、

法
律
問
題
等

ハ
U
t
t

J
p

h
u
E
J

i
f
-

-
f
 

句
E
E

A
n
HH刊
吋

E
E

ム
"
MHH

口
相
談
員

父
子
相
談
員
、
松
山
地
方
局
職

員
、
中
央
児
童
相
談
所
職

員

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口 口 ・圃圃圃園

中 場 午毎 日
央前週
公 所 8 月 時
民 n寺
館 30 火

分
)7]< 

後金
5 n程
n寺日

い
じ
め
・
な
や
み
等
の

教
育
相
談2

階教
育
相
談
室

口
内い

じ
め
・
不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い

て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者
・
関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

~ 
官

【相談電話1

B 966-6150 

[

第
7

田
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

辛
守

7

月
辺
日
出
・
お
日
間

口
場
所

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

「
キ
ヤ
メ
リ
ア
ホ
ー

ル
」

口
料
金一

般

1

、

5
0
0

円

中

学
生
以
下

8
0
0

円

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

口
日ン

タ
l

(宮
9
2
1

・

8
2
2
2
)

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
方
へ
の
お
知

5
せ

る
「
被
災
者
自
立
支
援
金
」
の
申
請

期
限
(
平
成
ロ
年
4

月
お
日
)
は
す

で
に
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、
申
請

期
限
日
に
支
給
要
件
を
満
た
し
て

お
り
、
申
請
期
限
内
に
申
請
で
き
な

か
っ
た
事
情
や
理
由
が
あ
る
場
合

は
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は

、
県
外
居
住
被
災
者

専
用
相
談
電
話
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
・

通
話
料
無
料
宮
0
1
2
0

・

7
8

・

4
1
3
3
)

ま
で

一口
対
象

首
都
圏
に
在
住
す
る
U
タ

ー
ン

就
職
希
望
者
や
来
春
卒
業
予
定

の
大
学
生
等

口
開
催
日

7

月
却
日
出
1

7

月
初
日
同

口
開
催
場
所

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
(
東
京
都
)

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業

対
策
課
雇
用
開
発
係
(

宮
9
4

1

・

2
9
4
0
)

U
タ
l

ン
フ
ェ
ア

.7月ごみの収集日・
清掃センター 電話 966-4989

1 . もえるごみ

収集曜日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止日

月・木
東谷・西谷土谷;骨川 7 月 20 日 (ホ)は

奥松瀬川天神 7 月 21 日闘に収集
毎

火・金
北方東・北方西・ 南方東

南方西
遇 変更なし

水 ・ 土
町西・町東(天神を除く )

山田・ 横灘団地ー前松瀬川

2. もえないごみ・粗大ごみ

収集地域
ベットポト Jレ・咽

ii ラ 1 ・空ピン頭窺 乾空 電き 缶池 類類トレイ額
子レピ蛍光灯

粗大ごみ
もやさないもの

東谷西谷・土谷滑川
7 / 3 (月) 7 ハ 日目) 7 / 17悶) 7 124(月)

奥松瀬川天神

北方東・北方西
7 / 4 (火) 7 / 11 (火) 7 / 18(火) 7 125(火)

南方東・南方函

町西・町東(天神を除く )
山田 ・横灘団地 7/5 (ホ) 7 / 12休) 7 / 19体) 7/26(7)<1 
前松瀬川

一一一一

ぬ
広報かわうち平成12年7月号



-健康センター 8966-2191 

E璽a

0健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。健康に関するこ と

はお気軽にご相談ください。

日時 毎週水|曜日 午前 9 時~12n寺

場所 健康センタ ー 1 階運動指導室

0ことろの健康相談

日時 7 月 141三l 倹) 午後 2 時~4 n寺

場 所 健康センタ ー及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

回目

時 間 場 所

午前 91時~午後41時|松下寿(附松山事業所

zgii臼2陥湖周~~D1IIII

日時 毎週月 |曜日午前 8 時30分~10附

場 所 健康センタ ー

持参晶 印鍛、 登録をしている犬は鑑札、狂犬病

予防注射済票

女 不幸な犬をつくらない為にも、繁殖を希望しない

場合は、不妊 ・ 去勢手術に努めましょう。

Im'l酉ヨ
時 対象児と注意事項

7 月 19日附 I 3 カ月 ~7 歳 6 カ月の者。
午後 21侍~3 時| ※F Ell咳に士かったことがある方は二節混合

| (ジフテリア ・眠III風) を受付で巾し 11:てください.

場 所 健康センタ - 2 階

持参品 母子健康手帳、予防接種手帳、体損計

~[!}};年ヨZヨ (診療時間:午前 8 時30分~午後 5 時30分)

日 当 番 医 住 所 電話

2 日(日曜日) 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

9 日 ( 日曜 日 ) 71< 111 内 不} 佳山市北締本IIIT 976-1788 

16 日(日曜日) 北上町i博強Jr~外科 絞山市平井IIIT 975-3753 

20 日 (海の 臼) )11 病 松山市南梅本町 976-7811 

23 日(日曜日 ) 波 制i |村 不} 位山市商品l本 IIIT 975-2232 

30 日 ( 日曜 日 ) 友愛内科 ・小児科 松 iJJ市水泥IIIT 976-6262 

愛の血液助け合い運動
7 月 1 日 -31 日

Ej辺関幽田rf討議晶司

0基本健診

対象 40蔵以上男女

内容 身体計測 ・ 体脂肪率制定、問診 ・ l血圧測定、

尿検査、診察、 血液検査(血糖、肝機能、腎

機能、 血中脂質、 貧血、 HbA1c <医師の指示))

心電図〈医師の指示〉、眼底検査〈医師の指示〉

0女t性健診

対象 16歳~39歳女性

内容 身体計測 ・体脂肪率測定、問診 ・1úl圧測定、

尿検査、診察、 血液検査(貧血、総コレステ

ロール、 I-IDLコレステロール、 1:1:1 性脂肪)

0結核レントゲン検診
対象 16歳以上男女

内容 胸部X線間接撮影

0肺がん検診

対象 40歳以上男女

内容 胸部X線間接撮影、問診

IEIIヨ
月日(曜日) 1也区 場 所

6 月 29 日休) ;):1ニ 内 井内公民館

6 月 30 日樹 河之内 河之内公民館

7 月 3 日開) 則之内東 永野集会所

7 月 4 日(火) 則之内西 則之内西公民館

消' )11 滑川生活改善センタ ー
7 月 5 EI 休)

谷 土谷公民館

7 月 6 日付4 北 方東 北 方公民館

7 月 7 日刷 北方図 西中村集会所

7 月 10 日例) 奥松泌!川 奥松瀬川公民館[

7 月 11EI (j() 南方東 南方東公民館;

7 月 12 EI 休) 南方西 吉久集会所

7 月 13EI (木) 被 ijHI団地 機灘団地公民館

7 月 14 日 (金) 前松市i川 前松瀬川|公民館

7 月 17EI 例) 111] 東 健康センター

7 月 18 日凶 IIIT flli 健康センタ ー

企旦29 日(j() 未受診者 健康センター

受付時間

午後3 : 00~7 :00

午後2 :00~7 : 00

午後2 : 00~7 :00

午後2: 00~7 :00

午後2 :00~4 :00

午後5:00~7 :00

午後2 :00~7 :00

午後3 : 00~7 : 00 I 

午後4 :00~7 :00

午後2 :00~7 :00

午後2 :00~7 :00

午後4 :00~7 :00

午後4 : 00~7 : 00

午後2:00~7: 00

午後2 :00~7 :00

午後2 :00~7:00

平成12年7月号広報かわうち
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町の動き (6 月 1 日現在)
健康センターかう

(+ 8人)
(+ 5人)

(+ 3人)

(+ 1 戸)

11 ， 214人

5 ， 299人

5 ， 915人

3 ， 831 戸数

男
女
帯

人
世

口

略称敬分
一
計

窓
聞
か

h
u
F

ご

同
J
d
F
O

川

喜
明
(
一U

R

M

 

ロ
M生誕おカ

E1駒田陣週

0 1 歳 6 か月児健康診査

日時 7 月 27 日休) 受

場所健康センタ- 2 階

対象児 平成10年11月、 12月、 平成11年 1 月生まれの幼児

内容 身体計測、貧血検査、小児科診察、歯科診察、保

健指導(栄養 ・ 歯科)

母子健康手帳、アンケー ト(事前に送付します。)

午後 1 時""2 時付

住 所 保護者 名前 生年月日

中之 IIIJ 菅野仁志 り凍ん 4.22 

茶 堂 高須賀次郎 嘆い 4.26 

イ呆 免 浜田 誠 直人 4.26 

茶 五，~!!，主 出fì良侠也 米み 絡お 5.8 

和対ミ本 佐伯博IItl や大ま 和と 5.10 

上古市 阿部 !IIi久 真ま {ゆ右 5.15 

天 :(111 大銃i 史浩 龍1)11ろ之のす助け 5.18 

持参晶

0乳幼児相談

日時 毎週水|曜日午前 9 時"" 12時

場所健康センタ ー 1 階

内容 身体計測、育児相談

持参晶 母子健康手帳

住 所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

刃ミ "1' N 路口 、ンゲノレ 100 4.27 i話口他ー

チi 戸 I"J 寸て 耳工 コ0: ï'竹 95 4.30 京 勉

ヲミ ヰ'1 1 木下ミユキ 90 4.30 木下ミユキ

E福中村 商須賀サカヱ 84 5 _ 2 山須賀男

EI 訂n 伊東長太郎 83 5.7 伊東 .!tI.tr 
-F niJ _jニ 担立f1 1~ 公一 78 5.14 i!!t'i!;I¥ f言主主

:It /¥. 申昨 三E列一 秀夫 76 5.14 玉井秀夫

ニ I1汗 屋 河JjJi 純子 61 5.17 河原品失

4呆 守己 白戸 有;L) 82 5 _ 20 自 }~ 有島

ニr，!:(ホーム 松lïIlユキ子 72 5.25 松打Iìユキ子

本庇 F' 肉体利光 78 5.28 両手I t iE芯

女ごめい福をお祈りいたします

午後 1 時30分""3 時

2 1惜

俊平先生

E歪霊園

いきいき健康講座③

「薬と上手につきあう」

日時 7 月 26 日休)

場所健康センタ ー

講師 薬剤師鴻海

平成12年 6 月 10日現在

昨年比

+ 56 
1 

+ 75 
(松山南警察署管内〕

交通事故の発生状況
本年

と
て
も
人
間
の
業

と
は
閏
ザ
え
な
い
若
者

の
凶
悪
な
犯
行
。

「
な
ぜ若
者
は
」

を
マ
ス
コ
ミ
が
さ
か

ん
に
ニ
ュ

ー

ス
で
伝
え
て
い
る
。

目
を
身
近
に
向
け
れ
ば
、
若
者
の

ムリ
ムつ
。

喫
煙

・

飲
酒
な
ど
の
堂
々
ぶ
り
が
目

以
前
は
、
隠
れ
て
こ
そ
こ
そ

し
て
い
た
も
の
が

堂
々
と

、
で
あ
る
。

そ
の
傍
若
無
人
ぶ
り
は
な
ぜ
か
、

て
い
る
よ
う
だ
。

親
や
大
人
た
ち
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

-運転中は緊張感の継続を
雨期事故対策、まず車問llê維を

ー 高齢者に対する、思いやりの心を

表紙の写真
5 月 28日、西谷で能舞台の完成を祝う舞台開きが

行われました。
木の香りがする真新しい舞台で、演者が次々と舞
台に立ち、その感触をI味わっていま した。

ぬ
広報かわうち平成î2年7月号
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-大根木
大正期には、 1 7戸を数えた集

落も昭和 1 0年頃には、水事情の
悪さが原因で消滅。
集落の周辺には、山の中であり
ながら、広大な平地が広がってお
り、畑として利用されていた。
(特に“大根木ごぼう"は香りも
よく、有名であった。)

集落の入り口にある町内ーと思

われる柿は、荒凶用に植えられた
もの。 明治期の台風災害で倒れか

けた痕跡が根元に残っている。

.... 
峠にある実盛さんの供養塔と小さな地蔵さん

るあ口り
木
入
巨

一
洛
の

企
集
柿

‘ 常夜灯
(右は、江戸時代

左は、明治時代

に造られたもの)

•••••••••••••••••••• 

たつあh
υ
 

「
ド
、

Fh，
ノ
。
横
跡
の
戸
け
井
ょ
う
賊
し

企
盗
と

今
回
の
探
検
隊
は
、
西
谷
の
大
根

木
か
ら
花
山
越

上
林
へ
の
峠
道
)
を
歩
い
て
み
た
。

歩
い
た
と
い
っ
て
も
、
県
道
か
ら
山
に
入
り
、
元
の
大
根
木

の
集
落
ま
で
は
車
に
頼
っ
た

。

町
内

一
と
思
わ
れ
る
柿
の
木
と

常
夜
灯
に
迎
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

車
を
降
り
、
大
根
木

集
落
跡

へ
入
る
。

集
落
跡
に
は
神
社
の
石
段
、

(
重
信
町

住
家
の
石
垣
や
井
戸
の
跡
、
墓

大
根
木
か
ら
花
山
越

石
群
な
ど
が
薄
暗
い

木
立
の
中
に
埋
も
れ
て
お
り
、
そ
の

残
さ

れ
た
も
の
か

ら
、

か
な
り
以
前
よ
り
拓
け
、
生
活
も

豊
か
な
集

落
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

。

こ
の
集
落
跡
を
抜
け
る
と
、
小
さ
な
道
楳
が
あ
り
、
峠
へ
と

導
い
て
く
れ
た
。

峠
は
、
上
林
側
(
重
信
町
)
が
林
道
整
備
で

切
り
拓
か
れ
て
お
り
、
肌

ヶ
嶺
の
山
並
み
や
上
林
の

集
落
が
遠

く
に
見
え
る

。

明
る
く
な

っ

た
峠
に
は
、
実
盛
さ
ん
の
供

養
塔
と
小
さ
な
地

蔵
さ
ん
が
寄
り
深
い
、

峠
の
面
影
を
残
し
て
い
る

。


